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小池都政は折り返し 

「東京大改革」って進んでる？ 
 

 

知事選から 2年、都議選から 1年。多くの都民が求めた脱ブラ

ックボックス、東京大改革はちょっと不透明な雲行きです。 

森友・加計学園問題など、改ざん・ねつ造・隠ぺいのまかり

通る国政・安倍政権に比べれば、まだましなのでしょうか…。 

この 1 年、何度か都議会を傍聴し、都民ファースト新人議員

の意欲的な質問を聞く機会もありましたが、小池知事追従のま

まではチェック機能は期待できません。都議会は下品なヤジが

横行する古い議会に戻りつつあるようで残念です。 
 

■ 子どもの命を守るのは政治の責任  
目黒区の 5歳の女の子の虐待死事件では「おねがいゆ

るして」という悲痛なノートの存在も明らかになりま

した。全庁横断的プロジェクトチーム立ち上げと総合

的対策を進めると知事が答弁し、児童相談所の体制強

化も含む虐待対策が示されました。失われた命は帰っ

てきませんが、せめて迅速な取り組みを切望します。 

■ 国をリード！受動喫煙防止条例  
国の法案が大きく後退するなかで、従業員がいる飲

食店を原則屋内禁煙として、禁煙対象を８割以上とす

る積極的な内容で可決しました。年内から段階的に施

行、全面施行は 2020年４月です。 

■ 障害者差別解消条例 
小金井市&東京都同時に制定  

「障害者への理解促進及び差別解消の推進に関す

る条例」が可決。「障害もある人もない人も共に学び

共に生きる社会を目指す小金井市条例」は、画期的な

議会による調整を経て全員賛成の修正可決でした。ど

ちらも具体的な施策と予算の拡充が求められます。 

 

7月初旬の西日本大豪雨の被害の大きさが刻々 

と明らかになっています。犠牲になられた方々

のご冥福をお祈りします。そして猛暑の中、被災され

たみなさんや復旧作業への支援が急務です。気候変動

の深刻さ、対策の重要性も再認識させられました。 
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大学入学／1983-95本町「どろんこ保
育所」で働く／1990 チェルノブイリ
原発事故を受けて放射能測定室を実現

し、現在も継続。緑小 PTA副会長など 
 
1997-2013 小金井市議４期 16 年／
2017都議選立候補（無所属、次点） 

 第９回 都政カフェ         多摩地域から見た東京都政 

「多摩格差」って何だろう 
 

８/2１（火）19:00～21:00（開場 18:45） 

＠萌え木ホール（商工会館３F、武蔵小金井駅南口７分） 参加費：５００円 
 
小池知事が公約に掲げた「多摩格差ゼロ」は道路整備などハード面に偏って

います。一方で「いわゆる“多摩格差”は予算取りのため一部の保守政治家が訴

えてきたもの（新藤宗幸名誉教授／千葉大行政学）」との指摘もあります。解消

すべきは暮らしや福祉の格差ではないでしょうか。都議時代、党議拘束に反し

ても豊洲移転反対の信念を貫いたブレない松下さんと、都政の課題を考えます。 

 
ゲスト  

松下玲子さん 

（武蔵野市長） 
 
1970年生まれ 47歳 
2005～2013年 東京都議２期 

2017年 10月～ 武蔵野市長 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
女将さん会「やっぱり築地に残りたい。」キャンペーンポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都は、事業ありきではない、誠実な対応を！ 

6月都議会の一般質問で、小金井選出の辻野議員が「3・4・11号

線整備で、小金井街道や新小金井街道の深刻な渋滞解消と、災害時

の広域避難場所への移動性確保が期待される」と、おそらく初めて

『推進』の立場を表明し、現状と今後の取り組みを聞きました。 

 答弁は「11月と１月に環境や景観への配慮について意見を伺うた

めに沿道自治会と公募市民による“意見交換会”、３月に意見交換会

の内容を地域に情報提供するために“説明会”を開催。今後、自然環

境や景観などに関する調査・検討を実施。意見交換を重ねるなど丁

寧に対応する。」というものでした。 

 ところが、“意見交換会”でも“説明会”でも、「渋滞解消や広域避難

場所への移動性確保は、根拠となる人口や交通量などの現状認識と

将来予測がおかしい」との指摘に、都はまともに答えることができ

なかったのです。また、いずれの会も都が意図した場としては成立

せず、中途半端に終わっていますし、辻野議員は一度も参加してい

ません。現場の生の声や議論に接していない判断は残念です。小池

知事もいまだに知事選で約束した現地視察に来ていません。 

事業ありきではなく、誠実に真摯に向き合うことを求めます。 

議員年金は議員特権 
復活に反対です！ 

地方議員年金制度を復活する 

動きがあります。今の通常国会 

での提出は見送られましたが、 

断念したわけではありません。 

地方議員年金は、議員数が減って税金投

入額が増大し、財政的に厳しくなったため、

2011年に廃止されました。今回の制度は、

自治体を雇用主と見なして議員を厚生年金

に加入させ、再び税金で支えるものです。  

議員は自営業者と同じように国民年金の

対象です。議員年金復活の理由は「地方議

員のなり手不足」「国民年金だけでは老後が

不安」とのことです。そもそも国民年金制

度自体を改善するべきなのであって、議員

だけ特別扱いすることには反対です。 

人権条例は歓迎だけど… 
なんでも「オリンピック」って 

どうなの？？！ 
  
  「東京都オリンピック憲章にうたわれる人権尊重

の理念実現のための条例案（仮称）」が 9月都議会に

提案される予定です。 参照：都 HPの条例概要 

❶「多様な性の理解の増進」＝性的指向・性自認へ

の差別解消と、❷「本邦外出身者に対する不当な差

別的言動の解消にむけた取り組みの推進」＝ヘイト

スピーチ対策の 2本立てです。 

差別解消宣言は大いに評価します！でも「宣言だ

け」に終わる危惧もあり、「あらゆる差別」の具体化

も不十分です。今後の条例策定過程や、基本計画の策

定、具体的な運用での、当事者の参画が求められます。 

公約「築地を守る」は破棄ですか？ 
10/11豊洲市場 OPEN はムリでしょう。 

 築地の市場機能を残すことも、築地ブランドを守ることも

示さないまま豊洲移転が進められようとしています。 

築地女将さん会が 4月に発表した水産部仲卸事業者アン

ケート結果（http://tsukiji-okami.jp/news/archives/431）では、 
 

➤豊洲新市場の問題は未解決 88.9％ 

➤移転中止＆凍結希望    70.1％ 

➤築地での営業希望     92.7％ などなど 
 

いまだに豊洲の市場機能の不備は解決の見通しがなく、新

たに仲卸さんらによる「築地市場営業権組合」も結成され、

都と移転問題の交渉が始まりました。築地が守り育んできた

食の安全と魚河岸文化は失ってはならない貴重な財産です。 
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